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事業概要

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

産業技術環境局

エネルギー・環境イノベーション戦略室

資源循環経済課

本事業は、将来の産業・社会のあり方を変革する、より野心的な構想を国自ら

が掲げ、その実現に向け、世界中からトップ研究者の英知を結集させる仕組みと

し、また、失敗も想定した、より挑戦的な研究開発が推進できるよう、制度運営

の透明性や競争性の確保、ポートフォリオ・マネージメントの考え方を導入する

等、制度的な見直しを図り、関係府省が一体となって研究開発を推進します。

経済産業省が実施する本事業では、国立研究開発法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構（以下「NEDO」）における基金により、所掌する分野におけ

る挑戦的な研究開発を支援します。

本事業は、少子高齢化の進展、地球温暖化問題など、我が国が抱える様々な

困難な課題の解決を目指し、世界中から科学者の英知を結集し、関係府省が

一体となって挑戦的研究開発を推進することを目的とします。

成果目標

・2030 年(令和12年)までに、 温室効果ガスに対する循環技術を開発し、 ライフサイ

クルアセスメント(LCA)の観点からも有効であることをパイロット規模で確認します。

・2030 年(令和12年)までに、環境汚染物質を有益な資源に変換もしくは無害化す

る技術を開発し、パイロット規模または試作品レベルで有効であることを確認します。

ムーンショット型研究開発事業

令和５年度予算額 3.8 億円 ( 4.8 億円 ）

国
国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発

機構(NEDO)
民間企業等

補助

（基金積増）
委託

ムーンショット目標４

2050年までに、

地球環境再生に向けた

持続可能な資源循環を実現


